
 

 

令和７年度 グループホーム坂下 地域連携推進会議録 

 

日 時；令和７年９月２２日（月）１１時～１２時 

場 所：養楽福祉会 法人本部 会議室 

出席者：・グループホーム坂下 管理者 

    ・地域サポートセンター 課長 

    ・グループホーム坂下 サービス管理責任者 

    ・他法人 特別養護老人ホーム 施設長 

    ・他法人 地域アドバイザー 

・民生委員 ２名 

・基幹相談支援センター 

・利用者保護者 

・利用者 

 

１ 開会・挨拶 

  グループホーム管理者より 

 

２ 自己紹介 

 

３ 事業所の紹介 

  別紙参照 

（１） 養楽福祉会の紹介 

（２） グループホーム坂下の紹介 

（３） 地域連携会推進会議の目的と効果 

 

４ ミニ講義 

  別紙参照 

（１） 知的障害とは 

（２） 自閉症（自閉スペクトラム症）とは 

（３） 共通する支援のポイント 

（４） 防災について 

 

５ 質疑応答・意見交換 

（１） 高齢化の取り組みをどうしているか 

グループホームは終の住処であるため、ご本人の希望を第一にグループホームでの

過ごし方を考えている。ご本人の状況によっては介護保険の切り替えや法人内の入



 

 

所施設への移行を利用者さん、保護者さんと協議し安心に過ごせるように配慮して

いる。 

（２） 人材確保についてはどうしているか 

グループホーム坂下に限らず、４事業所の世話人さんの大半は６０代後半の方が多

く、ご自身の体力や家族の介護などで離職される方がいるのが現状。求人はしてい

るが集まっていない。他法人の特別養護老人ホームは外国人の方が介護スタッフと

して１０人から２０人働いている。宗教上の理由で食事や礼拝時間等あるが事前の

面談で確認している。社協の管轄している事業所も求人を出しているが、高齢分野

は誰しもが通る道であるため理解があり求人に結びついているが、障害に対しては

誰しもがある訳ではない為、理解までいかず求人に結びついていない現状である。 

（３） 水害について 

グループホーム下条は目の前に愛知用水があるが、仮に大雨で溢れたとしても下条

周辺の道路はすり鉢状になっておりある程度は水が溜まる形状になっている為、現

状大事には考えていない。 

（４） ＢＣＰについて 

グループホーム坂下では３食３日分の非常食を確保しており、避難所を坂下公民館

としている。被災状況によっては道路が液状化しており移動困難の可能性や、坂下

公民館は地域住民の方も避難する為、環境の変化で利用者さんが過ごせない可能性

が考えられる。地震発生時に職員参集をするが、職員や世話人の居住地周辺の被災

状況や家庭環境で移動することが難しい可能性がある。マンパワーがどれだけ確保

できるか不透明であるため、バックアップ施設である養和荘への移動や被災状況に

もよるがグループホーム坂下は耐震基準を満たしている為、ホームで過ごすことを

選択肢として考えている。 

 

６ その他 

（１）施設見学日について 

ア グループホーム坂下：１１月１４日（金）１１時 

イ グループホーム下条：１１月１７日（月）１１時 

ウ グループホーム中切：１１月１８日（火）１１時 


